
2D15 技術者，研究者のためのビジネスモデル 設計手法の研究 (2) 
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科学技術と経済の 会 ( 以下、 JA@S) 専門委員会で 

は、 技術者、 研究者らが技術開発のみならず、 それを 
活用したビジネスモデルを 自ら構築することが 必要で 
あ るという認識から、 その設計手法について 議論を進 

めてきた 山 。 ここではその 適用事例として、 日立製作 

所 ミューチップを 題材にしてシナリオの 構築、 静的、 
動的ビジネスモデルの 設計を行った 結果を報告する。 

日立製作所は、 世界最小の非接触 I C チップ「ミュ 

ーチップ」 ( 図 1) を開発し、 これをべ ー スとした新妻 

業を創生するため、 社内ベンチヤ 一組織であ る「ミュ 
一 ソリューションベンチャーカンバニⅠを 2 ㏄ 1 年 7 

月 1 日に設立した [2] 。 末項では、 このミューチップを 

事例として、 ビジネスモデル 立案の検討を 実施する。 

なお、 本稿で述べた 内容は JATES 専門委員会での 議 

論をまとめたものであ り、 日立製作所の 事業方針とは 

必ずしも一致しないことをお 断りする。 

2. ビジネスモデルリンバ、 準備 

(m) 無線認識 I C チップ 

無線認識 I C チップは、 外部から無線でチップのデ 

ータを読み書きできる I C であ る。 欧米で先行開発さ 

れ、 自動車の盗難防止や 家畜の管理に 使われており、 

すでに 1, ㏄ 0 億円の市場が 出来ている。 日本での使用 
例 としては JR 東日本の I C カード「 S 田 ca 」が有名で 

あ るが、 これらに使われている 書き替え型の 貯 D 
(Ra 田 oF ㌍ quencyID) チップには、 早価 が高い (1 ㏄日程 

度 ) 、 データの 改竃 、 などの課題があ る。 また、 D  タ 

グのデータを 読み取り、 その内容を識別する 同様の シ 

ステムとしては、 バーコードがあ る。 1 枚 0 ． 1 ～ 0 ． 2 円 

という低価格は 魅力的であ るが、 セキュリティ ， 性 とい 

う点で、 課題をもっている。 

(2) ミューチップとその 特長 

ミューチップは、 0 ． 4m ㎜ 角 というきわめて 小型・薄 
型な無線認識 D チップであ る，Ⅱ ( ミクロン ) サイズ 

のチップという 意味で「ミューチップ」と 呼ばれてい 

チップとした。 超小型で紙にも 埋め込めるため、 

な 展開の可能性があ る。 その特長は次の 通り。 

(1) 2.45 GHz の高周波アナロバ 回路と 128 ビ 

の ROVH を 0 ・ 4m Ⅱ角のチップサイズ 中に集積し 

界 最小の非接触 は チップ 

(2) 128 ビットの ROM は改 憲が 困難なので、 

真正性保証を 実現 

(3) ネットワーク 上の電子情報と 紙や物につい 

報を、 いつでも、 どこでも、 安心して結びつける 

が可能になり、 新しいサービスの 提供が可能 

 
 

(m) 想定される利用方法 

例えば次のような 利用方法が考えられる。 

セキュリティ 分野 : 株券や商品券に 埋め込んで真贋の 

判別に使用。 

生産・物流管理 : 例えば、 薬のアンプルごとにミュー 

チップで D  番号を付与し、 生産・流通に 加え、 病院 

内の管理、 リサイクルまでをライフサイクル 管理 

m4) 事業化の方針 

チップの販売だけでは 事業は成立せず、 情報をトレー 

スするネットワークシステムが 不可欠であ る。 チップ 

を紙 や ラベルに埋め 込む製紙・印刷会社、 装置メーカ 
  二 ユーザ一などを 網羅して、 ハード・ソリューショ 

ンの両面から 新しいビジネススキームを 構築する。 

る 。 従来の貯 ID チップに比べ、 数十円という 低価格 
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図 1  ミューチップ ( 日立製作所 ) 



以下、 ミュー チ ノブ適用システムの 実例を二つ示す。 

(5 溥 例 1      愛知万博 [3] 
使用方法     入場券に埋め 込み、 入場泰一枚一枚に 固有 

(3) 様々なニーズに 応えるミューチップ・ソリュー 

ション能力 ( ソリューション ) 

3. 、 ン， @ ナーリ 牙席 当手 ミ [5] 
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・事前に D を使用しパビリオンや 催事の予約が 可 肯 乱 

入場券による 入場管理 ( 真正性保証 ) 

(1) 事業環境の分析 

P  ( 政 f き 白 6L 、 E  ( 経済的 ) 、 S ( 社会的 ) 、 T  ( 技 

(6 溥 例 2 : 鋼材現品管理システム KD)S[4] 
使用場所 パ 岡村流通の現場。 鋼材 ヘ ミューチップを 内 

蔵 した「 KIDSTAG 」を 貝封寸 。 

期待効果     

・効率的な流通管理 ( 従来の目視・ 手書き作業を、 非 

接触リーダによる 確認へ移行 ) 。 (KIDS: Kouzai 

IDendf6CadonSystem. 。 日立、 新日本製織、 伊藤忠丸紅 

鉄鋼の共同開発 ) 

術的 ) の 4 つの環境変化要因を 将来の予測を 含めてま 

とめたものが PEST 分析であ る。 また、 自社と既存 
業界、 代替品、 新規参入、 供給者、 顧客の 5 つの関係 
をまとめたものが、 FiveForces のフレームワークであ 

る。 その詳細は省略するが、 これらの結果をシナリオ・ 

ドライバ一の 抽出に使用した。 

なお、 本報告では、 次のビジネスと 顧客を想定した。 
想定ビジネス :  チップの製造販売 十 リーダの製造販 

売 十 運用システム 運営 

(7) 産業バリューチェーン 顧客 :  チップ付加製品 / 商品の提供者 = チップ活用 シ 

ミューチップが 生産されて一般消費者 ( 情報活用者 ) ステムの利用者 

の手に渡るまでのバリューチェーン、 すな む ち、 産業 

バリューチェーンを 図 2 に示す。 
(2) タイム・ ホ ライブンの設定 

ビジネスの必要要件として 技術サイクルの 早いⅡ 

(8) 日立のコア・コンピタンス システムが含まれており、 長期間のシナリオを 考える 

産業バリューチェーン ( 図 2) の中で日立が 優位的に 必要性は小さい。 そこで、 市場創生 ( ～ 05 年 ) 、 市場 

事業をすすめるためのコア・コンピタンスは 、 次の 3  拡大 ( ～㎝ 午 ) の 5 年間をシナリオ 展望潮間とする。 

項目であ ると考えられる。 
(3) シナリオ・ドライバ 一の抽出 

(1) 容易に貼付可能な 超小型 1c タグの製造技術と 
PEST 分析、 FiveForces のフレームワークにより 

それⅠ こ 関する知的財産 ( ハード ) 

(2) 超小型 1C タグを使用したソリューションに 関 
抽出した要因を、 「自社への影響」と「不確実， 性 」の 二 

するビジネスモデル 特許 ( ソリューション ) 
つの観点から マノ ピンバした結果を 図 3 に示す。 

昨今の事業構造改革の 流れであ る、 SCM や CRM の 

鴇桂 

原材料 チップ チップ チップの チップ ID の 製品 / 商品   rD からの   
情報     

購買 製造 販売 / 購買                   管理 の流通 読み取り 情報獲得 活用有         

への付加 

安価   参上向上 チップ lD の ID  D/B  の ID を損傷 簡便   ID D/B 

高品質な チップの 低価格化 高 効率 効率的 しない 高性能な アクセスシステム 

原材料購入高性能化 添付方法 構築 流通方法 rD リーダー情報活用システム 
開発 確立 

成功要因 

図 2  ミューチップの 産業バリューチェーン 
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活用拡大などは、 前提とすべき 事項であ る。 2 次元バ 

ーコードはミューチップと 相反する特徴 ( セキュリテ 

ィに課題があ るもののきわめて 低価格 ) をもっていて 

使用分野が異なっており、 無視してよい 要因と考える。 

景気の変動、 標準化、 原材料価格などはミューチップ・ 

サービスの価値や 普及にはそれほど 大きな影響をもた 

ないと考えシナリオ・ドライバーからはずした。 

これらの要素を 除いたものが 事業環境に大きな 影 

響を及ぼすシナリオ・ドライバ 一であ る。 

 
 
大
   

  

盲信頼性ストレー 
。 環境 

高い撤退障壁 
チップ価格引き 下 
げの要求 
運用システム 使用 

費用引き下げの 要 
求 

ゑ l 無視してよい 要因 @ 

、 ンナリオ・ドライバー 

・製品 / 商品のトレーサビリテ 

ィの義務付け 

・有価証券等の 偽造防止強化義 
務付け 
・偽造型 " 滴 " の横行 
・同等以上の 性能をもった 小型 

lC タグの出現 
・サードパーティ 一による運用 

システムの構築 

・パートナー ( 印刷会社など ) 

の m 供給チャネル 支配 
・ 別 タイプの D タグの流通、 

および、 そのデファクト 化 

動向を注視すべき 要因 

ミューチップ、 および、 それらを使ったサービスの 競 

争力を左右する 要因であ る。 これらを一つのドライバ 

ーと考え、 「提供価値の コ モディティー 化」として捉え 

る。 装置性能に依存する 要素が大きいので、 「ハード」 

の 軸 と考えることも 可能であ る。 

以上を踏まえてシナリオ 論理モデルを 構築した結 

果が図 4 であ る。 

図 4  シナリオ論理モデル 

4. 静的ビジネスモデル 

ここでは、 ミューチップに 関する想定ビジネスを 前 

述のようにハード ( チップ 十リ 一列の製造販売、 と 、 

ソリューション ( 運用システム 運営 ) の提供と考える。 

そこで、 図 2 の産業バリューチェーンの 中で日立が プ 
                  2 次元バーコード       景気の変動 ID タグ・コードの 標準化 

  原材料の高騰 
レーヤーとなるのはチップの 製造販売、 チップの ID 

ⅠⅠⅩ 管理という部分であ る 。 これを前提に 、 各シナリオに 
Ⅰ」Ⅹ     離溥冊遮哺 鹸 "M 雙ぬ飴騨鰍 大 おける静的なビジネスモデルについてまとめる ( 表 1) 

図 3  シナリオ・ドライバ 一の分析   市場制覇 : チノ カリーダ販売 十 運用システム 運営に 

加え、 ミューチップの 幅広い普及を 踏まえて、 一般 
(4) シ、 ナリオの構築 消費者向けの 情報提供サービス ヘ 進出する。 商品の 

上 で示したシナリオ・ドライバ 一に関する項目を 見 詳細情報や関連情報の 提供・リンクにより、 商品 提 

ると、 大きく分けて「市場環境」に 関わる内容と、 「 競 供者、 一般消費者の 双方から利益を 得るビジネス モ 

苧環 葡に 関わる内容に 分けられる。 デル の構築が可能であ る。 
(1)  市場環境に関するドライバー ・戦国時代 : トレーサビリティへのニーズは 高いもの 

製品 / 商品のトレーサビリティの 義務付け、 有価証券等 の、 同レベルの技術が 複数あ り、 ミューチップ 採用 

の 偽造防止強化義務付け、 偽造製品 / 商品の横行などは、 の メリット ( ソリューションの 提案、 対費用効果な 

はいずれも、 ミューチップなどの lC タグの導入を 加速 ど ) を 直接的顧客に 提示する必要があ る。 そこでは、 

する要因となる。 これらをまとめて「トレーサビリテ 顧客対応営業の 強化、 コスト削減などが 必要となる。 

ィ ・ニーズ」と 捉える。 また、 ミューチップを 使用す   ニッチ : 社会全体としてのトレーサビリテ ィ の ニ一 

ることの価値を 表しているとも 考えられ、 「ソリュー ズ はそれほど高くな い ため、 あ る限定されたセグメ 

ション」の 軸 と考えることも 可能であ る。 ントへの適用を 図る。 しかし、 効果を出すにはあ る 
(2)  競争環境に関するドライバ 一 程度の規模が 必要であ り、 例えば、 業界団体による 
同等以上の性能をもった 小型 ロ タグの出現、 ザードパ 導入などが考えられる。 適用分野に合わせたシステ 

一 ティ一による 運用システムの 構築、 パートナー ( 印 ムの カスタマイズが 重要となる。 

刷 会社など ) に よ る lC 供給チャネルの 支配、 別タイプ   迷走 : ニーズも大きくなく、 まだ、 技術的差別化が 

の lC タグの流通、 および、 そのデファクト 化などは、 難しいため、 独立しだビジネ 、 ス として成立するのは 
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難しい。 あ る程度大きなソリューションの 一部とし 6. まとめ 

て 組み込むなどの 展開はあ りさる。 開発投資の回収 

のため、 開発技術の他分野への 転用などの 

Contlng ㎝ cy プランの立案が 必要となる。 

5. 動的ビジネスモデル 

技術者、 研究者のためのビジネスモデル 構築手法の 

適用事例として、 日立製作所ミューチップを 題材にし 
て、 シナリオの構築、 静的、 動的ビジネスモデルの 設 

計をおこなった 結果を報告した。 この検討により、 事 

ミューチップに 関するビジネスは、 ハード関係と、 

ソリューション 関係に大別できる。 そこで、 動的 ビ 、 ジ 

ネスモデルは、 これらに分けて 議論すると分かりやす 

い。 ここでは、 紙面の関係からハード ( チップと り一 

ダの 製造販売 ) に関する検討結果のみ 示す。 

  標準化     ミューチップ 貼付商品の増大により、 その 

業 構造が明確になり、 注カ すべき内容などへの 指針が 
得られることを 示すことができたと 考える。 

本 検討にミューチップを 題材とすることをお 許しく 
ださった日立・ミューチップソリューションベンチャ 

一ヵンパニ一の 方々、 および、 JA@S 専門委員会で 議 

諭 してくださったメンバ 一の方々に感謝申し 上げる。 

効果が社会に 認識されデファクト 化が図られる。 7. 参考文献 

・規模の経済の 獲得 : チップ、 リーダの生産数が 増大 

することにより、 コストが削減され 値下げが可能と 

なる。 その結果ミューチップ 使用環境が向上する。 

また、 必要に応じて、 生産技術や知的財産権 を第三 

者に供与しチップ 供給の安定性を 強ィヒする。 
  経験・知識の 獲得 : チップ使用環境に 応じた、 チッ 

プ構造カスタマイズ 能力の蓄積がなされ、 チップ使 

用可能分野が 拡大する。 
  自社ケイパビリティの 向上 : チップ活用増大に 伴い 

利益が増大する。 この利益を、 チップⅠリーダ 製造へ 

の再投資、 チップ高度化への R&D 投資に活用するこ 

とで、 さらにケイパビリティが 向上する。 

以上をインフル ェシ スダイヤグラム ( 図 5) にまとめる。 

表 Ⅰ ミューチップの 静的ビジネスモデル 
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図 5  ミューチップ ( ハード ) の 

インフル ェシ スダイアグラム 

一 573 一 


